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平成28年度環境研究総合推進費 研究成果発表会
「環境研究の最前線」2016年10月19日＠全日通霞が関ビル

日本を代表する地域農村社会：里山・里海
Socio‐Ecological Production Landscapes and Seascapes (SELPS)

里山

里海

里山： 農地、ため池、二次林など様々
な環境と、人々の営みがモザイク状に
存在することで多様な自然の恵み（生態
系サービス）をうみだし、人間の生活の
豊かさに貢献

里海： 近年では里山の概念が海にも
拡張

里山・里海では、食料をあげたり貰った
りという相互扶助ネットワークが、地域
の伝統や文化の維持にも密接に寄与
→GDPのような経済指標では測定でき
ない生活の豊かさ

しかし一方で、その多くが少子高齢化や
過疎化など様々な社会問題に直面
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能登半島の自然の恵み（生態系サービス）の空間分布・可視化
⽣態系サービス 評価の有無

供給

農業 ⽶ 
野菜 

林業
きのこ類 
⽊材 
薪・⽊炭 

⽔産業
⿂類 
⾙類 
海藻 

家畜

乳⽜ 
⾁⽜ 
豚 
採卵鶏 

野⽣動物 –

再⽣可能
エネルギー

バイオマス資源 
⾵⼒発電 –
⽔⼒発電 

その他 養蚕 –
野草・⼭菜 

調整

⼤気
⼤気浄化 –
気候調整 –
炭素固定 

⽔
洪⽔緩和 
⽔質浄化 
⽔源涵養 

⼟壌 ⼟壌侵⾷防⽌ 
⼟砂崩壊防⽌ 

その他 疾病制御 –
送粉 –

⽂化

美観 
レクリエーション 
精神・宗教 
セラピー 
学習 
⽂化遺産 
歴史遺産 
知識体系 –

⼟地利⽤（2006） 景観のモザイク性
（Satoyama Index）

Legend
Paddy field
Dry field
Forest
Wilderness
Built-up area
Transportation
Other built-up area
River and inland water
Coast
Sea
Golf field

⽔源涵養（mm/year）

⼟壌保全（t/year） 美観サービス レクリエーション
サービス

Satoyama Index

0.000000 - 0.021333

0.021334 - 0.058594

0.058595 - 0.108033

0.108034 - 0.157791

0.157792 - 0.192308

0.192309 - 0.229167

0.229168 - 0.275188

0.275189 - 0.500000

Water Rercharge (mm/yr.)
高 : 2175.0

低 : 0

Soil retention (t/yr.)
高 : 1232.0

低 : 0

0 10 20 305
km

0 10 20 305
km

0 10 20 305
km

Aesthetic

Min. - 3.0

3.0 - 8.0

8.0 - 17.0

17.0 - 30.0

30.0 - 43.0

43.0 - Max

Aesthetic

Min. - 3.0

3.0 - 8.0

8.0 - 17.0

17.0 - 30.0

30.0 - 43.0

43.0 - Max

Recreational

3

食事に占める自家消費の割合(2013年12月Web全国調査結果(N=1,036))
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穀類（コメ）穀類（コメ）

野菜・イモ類・マメ類野菜・イモ類・マメ類

果物類果物類

山菜・キノコなどの林産物山菜・キノコなどの林産物

魚介・海藻類魚介・海藻類

卵・乳製品卵・乳製品



東島地区
（沿岸）

釶打地区（内陸）

矢田地区
（市街地近郊）

2013年10月‐2014年8月に、七尾
市の3集落(89世帯)を対象に聞

き取り調査を実施。（釶打地区：
27世帯、東島地区：32世帯、矢
田地区30世帯）

Kamiyama et al. (2016)に掲載

＜世帯あたりの市場を介さずに消費されている品目数の内訳と地域間での品目数ベースでのやりとり（平均）＞

自家生産・採集しているもの,          近親者からのいただきもの,    購入するもの

野菜類

果物類

穀類（コメ） 山菜・キノコ等の林産物

魚介・海藻類

卵・乳製品

全国平均

釶打(内陸)

東島(沿岸)

矢田(市街地近郊)

全国平均

釶打(内陸)

東島(沿岸)

矢田(市街地近郊)

（※全国平均値は、全国を対象にしたWebアンケート調査（1,525サンプル, 2015年1月8‐13日）から算出。）

全国平均
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やりとりをする相手の数（人）
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石川県七尾市の3集落89世帯における聞き取り調査結果
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世帯収入構成の変化

世帯労働時間配分の変化
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 大きな変化なく、漁業よりも農業の方が少し長い。

七尾市（南大呑・北大呑、崎山）67世帯を
対象に調査（2015年7月27日‐8月1日）

林作業

1945年

2006年

落葉広葉樹からなる二次林（緑）やアカマツ
林（赤）が大幅に減少し、ほどんどがスギ・ヒ
ノキ植林地（茶色）に変化し、景観が均一化
していることが分かる。
出典：熊木川流域植生調査（金沢大調べ）

釶打地区

森林管理と山菜生産・採集量
七尾市釶打地区の27世帯を対象に聞き取り調査を実施。
（2013年10月‐11月）

昔に比べて発生量が減少
1. 手入れ不足による山の荒廃
2. 猛暑、高温等の気候条件の変化
3. 植林地の拡大
4. 広葉樹、針葉樹が大木化、老齢化

結果は農業と漁業の両方を営む世帯の値を集計。

40年前 現在

農作業をする世帯数（畑） 63世帯 62世帯

農作業をする世帯数（田） 62世帯 43世帯

漁作業をする世帯数
（海藻取りや趣味を含む）

24世帯 21世帯

林作業をする世帯数
（枝打ち、下草刈り等含む）

26世帯 15世帯

複数の作業をする世帯数 45世帯 33世帯

世帯あたりの同居人数 6.0人 3.7人

世帯あたりの同居世代数 3.1世代 2.0世代

崎山・
大呑地区

日本三大
灘浦定置網

採集活動量の減少
1. 時間がない
2. 高齢化による体力の衰退
3. 発生量の減少
4.加工処理が面倒
5. あげる相手の減少
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コメ生産・森林と海面漁獲量 まとめ

 能登半島の里山・里海には、全国的にみて極めて豊かな自然の恵みが
分布し、自家生産と「おすそ分け」文化が健在。

 各家庭にはやりとりをする相手が存在し、地区内外との食料を介したつ
ながり（社会的ネットワーク）が自家消費に大きく貢献。一方で、今後の
高齢化や少子化からネットワーク及び自家消費の減少・縮小のおそれ。

 自家生産していない家庭でもいただきものがあり（最大20品目）、自家
生産を行わなくなった家庭や高齢者にとって、ネットワークは食料を得る
手段（セイフティネット）として機能

 防災機能の強化、祭りなど文化・伝統の持続性の観点からは、集落間、
また農村部と都市部のつながりも重要

 山、里、海連関による自然共生圏の形成に向けては、モザイク景観の
基盤となる複合的な生産（生業）と地域内・地域間交流、産業連携の強
化が必要

 今後の里山・里海の地域づくりを進めるには、食のわかち合いのサブシ
ステムを集落内・集落間でより日常・非常時の機能の両側から能動的に
捉えなおし、これを活性化していくための仕組み・支援が有効

→「食料自給力」の強化を通じた自然共生社会の実現へ
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